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山内過労死裁判を支援する会

最高裁判所へ要請書提出
3/5、140団体・8.599名署名

1992年 4月、遺族の山内良浩氏

(名古屋市職労中区役所支部組合員)

は、名古屋高裁の公務外の判断を不服

として最高裁へ上告しました。

支援する会 (郵産労愛知県協議会、

郵政連絡会、愛労連、愛知健康センタ
ー、

中区役所支部、過労死弁護団、過労死

家族の会)は 、 「公正判決を求める

署名」を取り組んできました。

第 1次分として昨年 160団体、3955

名分の署名を提出しました。

今回第2次分として 140団体、6599

名分の署名を 3/5、 「支援する会」

代表の原田弘
一氏 (郵産労名古屋南部

支部 ・昭和郵便局勤務)が 最高裁へ

提出してきました。

揮期間でしたが合計 300団体、10554

名分の集約となりました。

ご支援ご協力ありがとうございまし

た。心から御ネL申し上げます。

第 64回 メー デー

駄は過労殉と岡山地裁に提訴
3/23、公務災苦認定を求める

岡山県倉敷市役所下水道局係長の

故斎藤秀雄さん (当時42才)の 妻、

斎藤邦子さんは3/23、夫の死は過労死

だとして公務災害認定を求め、岡山地

裁に提訴しました。

提訴にあたり、斎藤さんは 「
・
84年

から3年間、県に出向していた間は、

夜中の12時前に帰宅したことはありま

せんでした」と訴えました.
・
89年11/25未 明、心筋こうそくで

亡くなりました。

翌年 2月公務災害認定を申請しまし

たが、1年後に出た地方公務員災害補

償基金岡山県支部の決定は F公務外」

でした。

再審査請求も今年 1月に却下された

ため、提訴にふみきつたものです。

「斎藤さんの過労死裁判を勝たせる

会」も3/17に結成されました。

( 3/24付、 「赤旗」より抜枠)
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『'決 適 韓押壕着 旨拿十』

(NO,38か らつづく)

②のつづき

◆ 取 扱対象物の形状、大きさ等に

ついて次のような配慮をすること。

(イ)荷 重ができるだけ体の近くに

なるようにすること。

(口)対 象物を把持しやすいように

すること。

◆ 改 善措置を講じても、相当の負担

が残る場合は、臥床等ができる休憩

室等を確保すること。

③ 「高温、多湿や騒音等の場所におけ

る作業については、防熱や述音壁の

設置、操作の違隔化等により負担の

軽減を図ること」について

◆ 工 場等における炉前作業、冷凍庫

内の作業、多量の蒸気を使用する

作業、鋲打ちの作業等については、

温熱条件、音環境等に起因する負担

を軽減するため、工程の自動化、

操作の遠隔化、防熱 ・遼音壁等の

設置、局所的な冷暖房の設置等の

措置を講ずること。

◆ 改 善措置を講じても、相当の負担

が残る場合は、冷水器等の設置や、

冷房設備または暖房設備の整備され

た休憩室等を確保すること。

④ 「高い緊張状態の持続が要求される

作業や一定の姿勢を長時間持続する

ことを求められる作業等について

は、緊張を緩和するための機器の

導入等により、負担の軽減を図る

こと」について

◆ コ ンペアラインを流れる製品の

組立てや検査の作業、一一一
―~ノ

/ コ ントロール室における計器監視

作業のように、
一定の姿勢を保持

する作業や長時間持続して高い緊張

状態が要求される作業については、

自動化、ロボット化等の措置を講

ずるほか、滴市なコンペアラインの

流れとなるような配慮、
一
時的に他

の姿勢で行う作業の導入、小体止の

導入、疲労を強く感じたときに、

他の作業者と交替できるようにする

こと。

◆ 精 神的疲労の解消ができるような

音楽機器等を導入すること。

③ 「日常用いる機械設備、事務機器や

什器等については、識別しやすい

文字により適切な表示を行うととも

に、作業動作の特性に適合した操作

力Y子える等作業をしやすい配慮がな

されていること」について

◆ 「作業動作の特性に適合した操作が

行える」とは、誤操作等を招きやす

い操作レバー等が識別しやすく、

人間の作業動作特性にあつた配置等

に改善されていることや、作業の

手順に沿つた機械器具の配置等が

なされていることをいうこと。

◆ 機 械設備、事務用機器等の操作盤

やディスプレイの表示方法等につい

て、文字が小さく、かつ不鮮明で

操作がしにくい機器の状態について

これを改善するための措置を講ずる

こと。

(つづきをNO.40に 掲載)
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傍聴参加で激励しょう !
'93,4/14(水

)pml:10～  鈴 木 (俊)さ ん   名 古屋地裁1101号法廷

4/14(水 )pm8:00～ 4:00植松さん         〃    〃

(証人尋問)

4/19(月 )pml:10～   新 井さん         〃    〃

(証ジ(*」U阻錫じと班 )

4/23(金 )anlo:15～   永 須さん         〃    〃

吊メ/12(水 )PMl:10～  安 保さん        〃    〃

6/2(水 )pml:30～ 3:00植松さん         〃    〃

(証人尋問)

『名古屋過労死を考える家族の会』

(「家族の会ニュース」蝸.25

裁判日程

より)
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弓吾  甚 雪 貫剛.35vに第2回

詩∞争導尋毎電疑堕 NO.38に 第 3回

心すこやかに    (第 4回 )

組合;ミとともに考えるメンタ,レハじレス
(北医療生協 「医療とくらし」転載)

組合員さんとともに考えるメンタル

ヘルス ・シリーズも、今回で4回 目

です。

睡眠クイズをしてもらいながら、

睡眠を通してメンタルヘルスを考えて

もらっています。

】ヒメンタル ・クリニック

所長  鈴  木  多  加  二

(正 L0 5 2 - 9 1 2 - 2 1 1 3 )

(NO。38か らのつづき)

⑦ 「′いの不健康な状態や心の病,よ、

ほとんど睡眠に影響があるが、中に

は眠りすぎて困る病気もある」

(答 え は 〇 で す )ノ

/「 睡眠は心の窓口です」…………

いやなことがあつてイライラしてい

たり、,こ博己事で悩んでいたりした時に

は仲なか寝付かれないことは多くの人

が経験していることと思います。

こんなことは病気ではありませんが

心の健康な状態ではないでしょう。

眠りすぎる病気もあります。ナルコ

レプシ (居眠り病)が その代表的なも

のです。

また、いびきがひどく、いびきの途

中でいびきがとまる人も昼間の居眠り

が多くなります。

以下のことは病気でないのですが、

近年の働く人達の傾向として、土 。日

に睡眠を沢山とる人が多くなつてきま

した。

週日の忙しさのなかで睡眠時間が少

なくされて、土 。日に多く眠らざるを

えなくなつているからです。

すこれは、疲れた人たちの黄色信号

(注意信号)で しょう。
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「第 2期  い のちと健康大学」を次の日程で開催 しています。労働組合
・民主団体の

組合員 ・会員のみなさん !誘いあつてご聴講をお願いします。

第 1回 2月 23日

(火)

からだ (身体)の しくみとはたらき

山田 信 也 (名 古屋大学医学部教授)

第2回 3月 11日

(本)

労働基準法・労働安全衛生法の職場での活用の仕方

伊藤 欽 次 (愛 知労働問題研究所事務局長)

第3回 3月 23日

(火)

長時間労働と過労死をなくすために

佐々木 昭 三 (あいち職場の健康問題研究会事務局長)

第4回 4月 8日

(火)

人間らしい生活と自由時間の拡大

長谷部 美 智子  (愛 労連婦人協)

第 5回 4月 20日

(火)
夜勤 ・交替制労働と私たちの健康

小野 雄一郎 (名古屋大学医学部衛生学教室)

第6回 5月 11日

(火)
験場の労働安全衛生活動のすすめ方

吉川 正 春 (名古屋水道労働組合副委員長)

第7回 5月 25日

(火)
私たちの労働・生活と成人病

内山 集 二 (愛知県保険医協会)

第8回 6月 8日

(火)

人間らしく働くために一 「快適職場ざして」

宮尾 克  (名 古屋大学医学部公衆衛生学教室)

第 9回 6月 22日

(火)

私たちの権利と社会保障
加藤 孝夫  (愛 知社会保障協議会事務局長)

第10回 7月 6日

(火)

いのちと健康を守るとりくみの歴史と視点

山田 信 也 (名 古屋大学医学部教授)

◆時間 :いづれも年後6:30より8i30まで S

◆場所 :高齢者労働会鏑2F会 議室   S

(都合により変更することがあります)S

◆定員 :50名             Sサ

◆申込み :愛知健康センタ
ーIEL 322-0406S

所属と氏名を事務局へ連絡して下さい。;

S◆参加貿 :全日程 10.000円
S    (未 加盟 11.000円)

;     選 択 1回1.500円

s    (未 加盟 1.800円)

S ※  参 加貿は、当日受付でお受け

S   し ます。

と


